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した。ぜひ日本人にも読んでもらいたいと思い、日本語訳を行い、出版したわけです。両国間の過去の戦争は
悲劇的だが、それによって被害を受け、廃れたものもある一方、双方の交流によって栄えた歴史もあります（日
本と朝鮮半島の陶芸文化の交流史や、日本におけるキリシタン文化への朝鮮人の影響など）。セスペデスの第
三者、中立者としての視点は、我々に次の事を教えてくれます。真の異文化理解や歴史理解のためには、中立
的な視点が重要である、と。ご静聴ありがとうございました！
図 1　セスペデスの書簡
　　　　
図 2　天草四郎陣中旗（天草キリシタン館蔵）
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